別添２　積立金の額の積算根拠（数量確保タイプ用）

□　書式２－Ａにより仕入れた対象品目を対象契約の相手方以外にも出荷

□　書式２－Ａにより仕入れた対象品目を対象契約の相手方にのみ出荷

１　積立金の額の積算根拠

	取引予定価格　Ａ
	円/kg

	購入限度額　Ｂ
	　円/kg（　　　％）

	数量確保申込単価　Ｃ（（Ｂ-Ａ）×0.9）
	　　円/kg　　　　

	対象出荷期間に係る契約数量　Ｄ
	kg

	仕入計画数量　Ｅ
	kg

	Ｆ（Ｄ又はＥのうち、いずれか少ない数量÷２）
	kg

	申込数量　Ｇ
	kg

	積立金の額　（Ｃ×Ｇ÷２）
	円


注１　Ａは、書式２-Ｂの合計欄から転記すること。

注２　Ｂは、Ａに限度率（150％、200％又は300％のいずれか）を選択により乗じ、小数点第３位を四捨五入したものを記載すること。（　）内には、当該選択した限度率を記載すること。

注３　Ｄは、書式２-Ｃの１のＤの出荷計画数量の合計欄から転記すること。

注４　Ｅは、書式２-Ｂの３のＣから転記すること。

注５　積立金の額に千円未満の端数を生ずる場合は、千円未満を切り下げること。

２　仕入先生産者からの旬別の仕入計画数量

（単位：kg）

	　
	月
	月
	月
	月
	合計

	
	上旬
	中旬
	下旬
	上旬
	中旬
	下旬
	上旬
	中旬
	下旬
	上旬
	中旬
	下旬
	

	旬別仕入計画数量
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注　１の仕入計画数量を旬別に割り振った数量を記載すること。

３　実需者等に対する旬別の出荷計画数量

（単位：kg）

	　
	月
	月
	月
	月
	合計

	
	上旬
	中旬
	下旬
	上旬
	中旬
	下旬
	上旬
	中旬
	下旬
	上旬
	中旬
	下旬
	

	旬別出荷計画数量
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注　１の対象出荷期間に係る契約数量を旬別に割り振った数量を記載すること。

４　添付資料

（１）書式２-Ａの写し

（２）書式２-Ｂ

（３）契約書等（対象契約に係る契約書又は契約内容確認書（書式１））の写し

（４）書式２-Ｃ
書式２-Ａ
仕入計画書

モデル事業に係る仕入計画の内容

	対象品目名
	
	

	対象出荷期間
	　　年　月　日 ～ 　　年　月　日
	

	取引予定価格（税別）
	円／kg
	

	仕入計画数量
	kg／対象出荷期間
	

	仕入先生産者の内容

（該当する番号に○を付すこと）
	１　対象品目の生産者（農業生産法人を含む）

２　農業協同組合、事業協同組合又はそれらの連合会

３　１の者が構成員となっている団体（農事組合法人、任意出荷組合等）
	


上記の内容に相違がないことを確認します。

　　年　　月　　日

所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　仕入先生産者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　年　　月　　日

所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中間事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

注１　事業実施計画書の提出時に、本書式を添付すること。

注２　対象出荷期間については、申込区分に係る期間を記載すること。

注３　取引予定価格については、消費税に相当する額を控除した額とし、小数点第３位を四捨五入して記入すること。
注４　月その他任意の期間ごと又は規格ごとに取引予定価格を設定する場合は、対象出荷期間における加重平均価格を記載すること。

書式２-Ｂ（数量確保タイプの仕入計画数量の積算）

１　仕入先生産者からの仕入計画

　対象品目名：

　対象出荷期間：　　　月　　日　～　　　月　　日

	仕入先生産者名
	仕入計画数量（kg）
Ａ
	取引予定価格

（円/kg）

Ｂ
	販売予定額

（円）

Ｃ（Ａ×Ｂ）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


	
	
	
	

	
	
	
	

	合計
	
	
	


注１　仕入計画数量及び取引予定価格は、書式２-Ａから転記すること。

注２　取引予定価格の合計欄は、仕入先生産者別の仕入計画数量による加重平均価格を記載すること。

２　仕入先生産者からの仕入数量（過去３か年）　　　　　　　　　　　　（単位：kg）

	仕入先生産者名
	　年　月　日

～　年　月　日
	　年　月　日

～　年　月　日
	　年　月　日

～　年　月　日

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合計
	
	
	


注１　１の仕入先生産者ごとに記載すること。

注２　日付は、申請する申込区分の対象出荷期間に相当する期間で記載すること。

注３　直近年から左詰めすること。

３　事業の対象となる仕入計画数量

	項目
	数量（kg）
	

	Ａ（１の仕入計画数量の合計欄の数量）
	
	

	Ｂ（２の過去３か年の合計欄のうち、最も大きい数量）
	
	

	Ｃ　事業の対象となる仕入計画数量

（Ａ又はＢのうち、いずれか少ない数量）
	
	


４　仕入先生産者の内容一覧

	仕入先生産者名
	所在地
	区分

	　
	　
	　

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	　
	　
	　


注１　１で記載した仕入先生産者ごとに記載すること。

注２　区分は、該当する次の番号から選択し、記載すること。

　　　①　対象品目を生産する者

　　　②　①の者を直接又は間接の構成員とし、対象野菜の契約取引において直接又は間接に販売の委託を受ける農業協同組合、農業協同組合連合会、事業協同組合又は協同組合連合会

　　　③　その他①の者を構成員とし、対象野菜の契約取引において直接又は間接に販売の委託を受ける団体

　　　

書式１（各タイプ共通）

契約内容確認書

モデル事業の対象とする契約取引の内容等

	対象品目名
	

	契約期間
	　　年　　月　　日

～　　年　　月　　日

	契約価格（税別）
	　　　　　　　　　　　円／kg

	契約数量
	　　　　　　　　　　　kg／契約期間


上記の内容に相違がないことを確認します。

　　年　　月　　日

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　出荷者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　年　　月　　日

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実需者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

注１　契約価格については、小数点第３位を四捨五入し記入すること。

注２　契約書を取り交わしていない場合は、事業実施計画書の提出時に、本様式を提出するものとする。

注３　局長通知第５の２に該当する者と一体となって、実需者等と対象契約を締結する場合は三者契約等をするものとする。

注４　月その他任意の期間ごと又は規格ごとに契約価格を設定する場合は、別紙（積算根拠）を添付すること。

注５　数量確保タイプの事業実施主体にあっては、契約価格及び契約数量の単位について、契約に係る出荷する単位がパック、ケース、個等の場合は「kg」に書き換えること。

別紙

契約数量及び契約価格の積算根拠
（１）月ごとに契約価格を設定する場合、月ごとの契約価格及び契約数量
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	合計

	契約数量（kg）①
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	契約価格（税別）（円/kg）②
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	予定収入③（①×②）
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


注１　②の合計欄は、③を①で除した値（小数点第３位を四捨五入）を記入し、書式１の契約価格とすること。
注２　旬その他任意の期間ごとに価格を設定する場合は、月を旬その他任意の期間に書き換えて、記入すること。
注３　規格ごとに契約価格を設定する場合は、月ごとに計算した（２）の②の合計欄の値を月ごとの契約価格②として記入すること。
注４　その他計算に必要な場合は、欄を追加し、積算根拠がわかるよう、記入すること。
（２）規格等ごとに契約価格を設定する場合、規格等ごとの契約価格及び契約数量
	規格等
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	合計

	契約数量（kg）①
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	契約価格（税別）（円/kg）②
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	予定収入③（①×②）
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


注１　②の合計欄は、③を①で除した値（小数点第３位を四捨五入）を記入すること。
注２　月ごとに契約価格を設定しない場合は、②の合計欄の値を書式１の契約価格とすること。

注３　その他計算に必要な場合は、欄を追加し、積算根拠がわかるよう、記入すること。

書式２-Ｃ（数量確保タイプの対象出荷期間に係る契約数量の明細）

対象品目：

対象出荷期間：　　　月　　日　～　　　月　　日

１　対象出荷期間に係る契約数量（出荷計画数量）の積算

	実需者等名
	契約期間
	出荷形態
	Ａ

契約数量

（kg）


	Ｂ

対象出荷期間の

計画数量

（kg）


	Ｃ

Ｂのうち対象品目のみ（加工品は加工後）の

重量

（Ｂ×配合比率）

（kg）
	Ｄ

出荷計画数量

（Ｄへの加工を行う前の原体重量

（Ｃ÷歩留））

（kg）
	

	
	～
	
	
	
	（　　％）
	（　　％）
	

	
	～
	
	
	
	（　　％）
	（　　％）
	

	
	～
	
	
	
	（　　％）
	（　　％）
	

	合計
	
	
	
	
	
	


注１　出荷形態は出荷する形態（原体、カット、他の野菜とのパッキング等）を記載すること。

注２　Ａは、書式１の契約数量を記載すること。

注３　Ｂは、Ａのうち対象出荷期間中に出荷を計画している数量を記載すること。

注４　Ｃは、Ｂが他の野菜とのパッキング等により、対象品目の原体の重量と異なる場合は、Ｃ欄の（　％）に配合比率（Ｂに占める対象品目の重量の割合）を記載したうえで、Ｃ欄にはＢに配合比率を乗じたものを記載すること。それ以外の場合は、Ｂの重量を転記すること。

注５　Ｄは、Ｃがカット等の加工により、対象品目の原体の重量と異なる場合は、Ｄ欄の（　％）に歩留（加工後の重量を加工前の重量で除した割合）を記載したうえで、Ｄ欄にはＣを歩留で除したものを記載すること。それ以外の場合は、Ｃの重量を転記すること。
２　実需者等の内容一覧

	実需者等名
	代表者氏名
	所在地
	業種

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


注１　１で記載した実需者等を記載すること。

注２　業種は、次の事項から該当するものを選択し、その番号を記載すること。

①　対象品目を原料又は材料として使用することにより食品の製造又は加工を行うことを業とする者

②　対象品目を事業実施主体から買い受けて他の事業者に販売することを業とする者

③　対象品目の小売を業とする者
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